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市
で
は
、
目
指
す
教
育
の
姿
や

そ
の
実
現
に
向
け
て
「
東
久
留
米

市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
国
民
健

康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
加
入
者

の
う
ち
、
被
用
者
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
、
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組

合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
た
退
職

者
本
人
と
そ
の
被
扶
養
者
の
医
療

給
付
費
に
つ
い
て
、
世
代
間
の
連

帯
の
理
念
に
基
づ
き
被
用
者
保
険

が
共
同
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
で
は
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
方
に
対
す
る
医

　
　
月　
日
（
月
）
～　
日
（
日
）

１０

２０

２６

は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
こ

の
週
間
は
、
行
政
相
談
（
委
員
）

制
度
に
つ
い
て
周
知
し
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
行
政
相
談
委
員
が
次

の
通
り
、
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ

い
て
、「
説
明
に

納
得
で
き
な

い
」「
処
理
が
間

違
っ
て
い
る
」

な
ど
、
苦
情
や

要
望
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
重

要
な
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
法
に
基
づ
き
東
久
留

米
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委
員
の
任

期
が
今
年　
月
末
に
満
了
す
る
こ

１２

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
東
久
留
米
市
長

期
総
合
計
画
・
基
本
構
想
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
市
教
育
委
員
会

で
定
め
た
「
教
育
目
標
」
を
基
に
、

取
り
組
む
べ
き
方
向
性
や
具
体
的

な
施
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
【
閲
覧
場
所
】
教
育
部
総
務
課

（
市
役
所
６
階
）、市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
同
２
階
）、
中
央
・
滝
山
・

ひ
ば
り
が
丘
・
東
部
の
各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
７
５
へ
。

と
に
伴
い
、
被
保
険
者
を
代
表
す

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】
３
人
以
内

　
【
応
募
資
格
】次
の
要
件
の
全
て

を
満
た
す
方
（
任
期
中
に
要
件
を

欠
い
た
場
合
は
辞
任
と
な
り
ま

す
）。①
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
の
資
格
を
有
す
る

方
②　
歳
以
上
で
任
期
中
に　
歳

２０

７５

に
到
達
し
な
い
方
③
属
す
る
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
方
　
【
任
期
】　
年
１
月
１
日
～　
年

２７

２８

　
月　
日

１２

３１

　
※
同
協
議
会
は
年
３
～
５
回
程

度
、
平
日
の
日
中
２
時
間
を
予
定
。

　
【
応
募
方
法
】　
月　
日（
水
）～

１０

１５

　

日
（
金
）
に
（
消
印
有
効
）、

３１「
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
課

題
」
と
「
応
募
の
動
機
」
を
合
わ

せ
て
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、

氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
書

類
（
様
式
は
任
意
）
を
、
〒
２
０

３
倆
８
５
５
５
、
市
役
所
保
険
年

金
課
宛
て
郵
送
、
ま
た
は
直
接
同

課
（
市
役
所
１
階
）
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い

　
【
選
考
方
法
】
応
募
書
類
を
基

に
選
考
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
３
へ
。

療
費
は
、
自
己
負
担
分
と
国
保
税

を
除
き
、
被
用
者
保
険
か
ら
の
拠

出
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
拠
出

金
に
よ
り
、
間
接
的
に
国
保
加
入

者
の
国
保
税
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
国
保
の

適
正
な
財
政
運
営
に
つ
な
が
り
ま

す
。
　
対
象
と
な
る
方
で
、
切
り
替
え

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
水
）
午
後

１０

２２

１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
　
【
相
談
内
容
】
年
金
、
保
険
、
福

祉
、
道
路
、
郵
便
な
ど

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
な
お
、
前
記
以
外
に
も
定
例
相

談
所
（
奇
数
月
の
第
２
水
曜
日
、

午
後
１
時
か
ら
、生
活
文
化
課〈
市

役
所
２
階
〉）を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
の
行
政
相
談
員
は
、
篠
宮
松
美

氏
、
岡
部
佳
子
氏
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
総
務
省
東
京
行
政

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
切
り
替
え

手
続
き
が
済
む
と
、
こ
れ
ま
で
の

一
般
の
被
保
険
者
証
に
替
わ
り
、

退
職
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
　
【
対
象
と
な
る
方
】
退
職
者
本

人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
、
下
表
の

全
て
に
該
当
す
る
方

　
【
切
り
替
え
手
続
き
に
必
要
な

も
の
】
国
保
被
保
険
者
証
、
年
金

証
書
（
年
金
受
給
が
確
認
で
き
る

も
の
）、認
め
印（
世
帯
主
本
人
が

申
請
す
る
場
合
は
省
略
で
き
ま

す
）
　
詳
し
く
は
同
課
国
保
年
金
資
格

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

　
東
京
司
法
書
士
会
田
無
支
部
・

東
京
税
理
士
会
東
村
山
支
部
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
土
）
午
前

１０

２５

　
時
～
午
後
４
時

１０
　
【
会
場
】
東
部・西
部
の
各
地
域

セ
ン
タ
ー

　
【
相
談
内
容
】
不
動
産
の
相
続
・

　
　
月　
日
（
金
）
は
、
市

１０

３１

民
税
・
都
民
税
第
３
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
４
期
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４

期
の
納
期
限
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
郵
便
局
）
で
お
納
め
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
２
９
へ
。

市
税
な
ど
の
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・
都
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、
市
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕

事
な
ど
で
平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
来
庁
の
日
時
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

夜
間
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】　

月　
日
（
木
）
の
午

１０

２３

後
８
時
ま
で

休
日
納
税
相
談
窓
口

　
【
日
時
】　

月　
日
（
土
）・　

１０

２５

２６

日（
日
）、い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

午
後
４
時

　
【
会
場
】
夜
間・休
日
の
い
ず
れ

も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　
【
ご
注
意
】
納
税
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん

　
【
そ
の
他
】介
護
保
険
料
、保
育

園
保
育
料
、
学
童
保
育
料
は
、
納

付
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

領
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７
０
・

７
７
３
０
へ
。

　
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
の
秋
、
す
っ
か

り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

す
か
？　
今
回
は
、お
祭
り
に
つ

い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

お
祭
り
で
地
域
の
つ
な
が
り
を 

　
市
内
に
は
、
年
間
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
中
で
も
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
は
、
各
地
で
お
祭
り
な
ど

が
企
画
さ
れ
、
地
域
の
方
々
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
の
夜
、
盆
踊
り
や
花
火
の
音

に
誘
わ
れ
て
地
域
に
出
掛
け
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
、
ふ
る
さ
と
の
記
憶
と
な
っ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
８
月　
日
、　
日
の
両
日「
滝

２３

２４

山
・
前
沢
み
ん
な
の
夏
祭
り
」

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
周
辺
地

域
の
皆
さ
ん
も
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
の
お
祭
り
は
、
今

年
で　
回
目
を
迎
え
ま
す
。
住

３６

民
と
商
店
街
な
ど
の
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
開
催
し
て
お
り
、

に
ぎ
わ
い
と

連
帯
感
を
強

く
感
じ
ま
し

た
。
主
催
者

に
話
を
伺
う

と
、
高
齢
化

な
ど
の
影
響

で
開
催
が
厳

し
か
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
地

域
に
若
い
協
力
者
が
で
き
、
今

日
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
年
の
歴
史
の
陰
に
、
こ
の
よ

３６う
な
ご
苦
労
と
希
望
が
あ
る
こ

と
に
、
地
域
へ
の
思
い
と
未
来

を
感
じ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
「
阿
波
踊
り
コ
ン
ク

ー
ル
」
で
、
私
は
審
査
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
の
阿
波
踊
り
連
も
素
晴

ら
し
い
演
舞
で
採
点
に
は
大
変

悩
み
ま
し
た
。
老
若
男
女
み
な

笑
顔
で
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
、

た
ま
ら
ず
最
後
の
乱
舞
で
は
飛

び
入
り
参
加
。
こ
れ
が
祭
り
の

 
醍 だい 
醐 ご 
味 
、ま
さ
に
、「
踊
ら
に
ゃ

み

損
々
」
で
す
。

　
地
域
の
活
性
化
に
は
市
民
同

士
の
連
帯
感
の
醸
成
が
大
切
と

考
え
ま
す
。
現
在
、
自
治
会
加

入
率
が
４
割
を
切
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
祭
り
な

ど
へ
参
加
し
、
ご
近
所
の
こ
と
、

地
域
の
こ
と
、
そ
し
て
東
久
留

米
の
こ
と
を
考
え
る
第
一
歩
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い

ま
す
。
私
も
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
と
連
携
し
て
東
久
留
米

の
底
力
を
発
掘
し
、
活
性
化
に

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
月
８
日（
土
）・９
日（
日
）

１１
に
は
、「
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り

農
業
祭
・
商
工
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
楽
し
く
盛
り

上
が
っ
て
、
つ
な
が
っ
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

阿波踊りの乱舞に「飛び入
り参加」しました

国
民
年
金
保
険
料
は 

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
え
ま
す

　
年
金
は
「
老
後
の
た
め
」
だ

け
の
も
の
で
は
な
く
、
も
し
も

の
と
き
、
あ
な
た
の
力
に
な
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支
払

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
手
元

に
納
付
書
が
な
い
と
き
は
、
年

金
事
務
所
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

評
価
事
務
所
の
「
行
政
苦
情
１
１

０
番
」
＝
☎
０
５
７
０
・
０
９
０

１
１
０
、
フ
ァ
ク
ス
（
０
３
・
５

３
３
１
・
１
７
６
１
）
も
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

贈
与
・
売
買
、
借
地
借
家
、
遺
言
、

成
年
後
見
、登
記
、ク
レ
ジ
ッ
ト・

サ
ラ
金
問
題
、
少
額
訴
訟
な
ど
。

税
務
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

　
【
費
用
】
無
料

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
東
京
司
法
書
士
会
田

無
支
部
・
田
口
☎
０
４
２
・
３
１

２
・
３
６
９
７
へ
。

　
※
P
H
S
、
I
P
電
話
な
ど
を

ご
利
用
の
場
合
は
、
☎
０
３
・
３

３
６
３
・
１
１
０
０
へ
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
市
民
協

働
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

市長

退職者医療制度の適用対象となる方

被扶養者退職被保険者
（本人）

国保加入者国保加入者

６５歳未満の方６５歳未満の方

退職被保険者（本人）と同
じ世帯で、主に退職者本人
の収入によって生活し、年
間の収入が１３０万円（６０歳以
上の方や障害を持っている
方は１８０万円）未満の配偶者
（内縁関係を含む）、または
３親等以内の親族の方

厚生年金、共済年金な
どの老齢年金を受けて
いる方で、加入期間が
２０年以上、または４０歳
以降に１０年以上ある方

東久留米市
教育振興基本計画
を策定しました

夜
間
・
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日
納
税
相
談
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口
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開
設
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
を
ご
存
じ
で
す
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り
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